
地方自治の発展に貢献
故横山明男さん旭日単光章受賞

のわだい
まち
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月
に
83
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
元

　
　
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
の
故
横
山

明
男
さ
ん
（
大
原
）
が
旭
日
単
光
章

を
受
賞
し
、
勲
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
横
山
さ
ん
は
、
平
成
７
年
に
旧
洞

爺
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
合
併
後

の
平
成
23
年
ま
で
５
期
16
年
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
。
洞
爺
地
区
防

犯
協
会
の
支
部
長
を
務
め
る
な
ど
地

域
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。
勲
記
を

受
け
取
っ
た
妻
の
ア
イ
子
さ
ん
は

「
大
変
な
章
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

２

4
14  

虻

　
　
爺
湖
町
建
設
協
会
（
北
島
良
人

　
　
会
長
）
は
、
西
山
山
麓
火
口
散

策
路
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
同
会
会
員
と
役
場
職
員
合

わ
せ
て
42
人
が
参
加
。
散
策
路
を
訪

れ
る
観
光
客
が
安
全
に
散
策
を
楽
し

め
る
よ
う
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

当
日
は
杭
の
打
ち
換
え
77
本
、

ロ
ー
プ
の
張
り
替
え
が
約
4
0
0

㍍
、
モ
ル
タ
ル
に
よ
る
歩
道
の
補

修
を
3
5
0
か
所
実
施
。
会
員
は

「
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
」
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。

建設協会会員ボランティア
西山山麓火口散策路整備

散策路を整備する会員たち散策路を整備する会員たち

４
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真屋町長（左）から勲記を伝達された妻のアイ子さん（右）真屋町長（左）から勲記を伝達された妻のアイ子さん（右）

旧
　
　
洞
爺
村
出
身
で
、
伊
達
市
在
住

　
　
の
大
西
雅
樹
さ
ん
が
、
町
に
現

金
3
0
0
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
元
洞
爺
村
議
会
議

員
だ
っ
た
父
・
勝
義
さ
ん
か
ら
の
勧

め
で
町
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
意
。

　
真
屋
町
長
を
訪
問
し
「
子
育
て
世

帯
の
支
援
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
真
屋
町
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
く

思
う
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
感
謝
し
、
目
録
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

真屋町長（左）に目録を手渡す大西さん（右）真屋町長（左）に目録を手渡す大西さん（右）

子育て世帯支援のために
大西雅樹さん町に現金寄付22

４ 防災意識の向上に
栄クラブが防災講話

ハザードマップを用いた説明を受ける参加者ハザードマップを用いた説明を受ける参加者

　
　
田
５
区
自
治
会
の
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

栄
ク
ラ
ブ
（
沼
田
光
博
会
長
）

の
防
災
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
約
10
人
が
参
加
、
町
担
当
者
か

ら
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い

て
津
波
が
起
こ
る
仕
組
み
や
、
地
震

や
津
波
災
害
に
対
す
る
日
常
の
備
え

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
間
仕
切
り
な
ど
の
組
み
立
て
や

災
害
が
起
き
た
と
き
の
行
動
に
つ
い

て
質
問
も
あ
り
、
防
災
意
識
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

４
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洞

町内で行われたイベントや活動を紹介します


